
図－２ 地質縦断図と水文調査 
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１．はじめに 

新東名高速道路湯船原トンネル工事は，静岡県駿東郡小山町から御殿場市における工事で，上下線各 1,600m の

トンネルである．トンネル地層は，火山砕屑物が堆積した未固結のスコリア層となり，全国的に施工事例が少ない． 

本トンネルの湧水量は，既往の調査結果より上下線合計で最大 250L/min(15m3/h)，20m 区間では水道蛇口 1 箇所

分程度と想定されており，濁水処理設備の規模は，発注時は 30m3/h で設計されていたが，実施工では，突発湧水に

対応できるよう 60m3/h の設備を導入していた．しかし，現在上下線各 1,000m 掘削時点の湧水量は，想定を超えて

約 400m3/h(最大 460m3/h)となり，濁水を合計 460m3/h，清水(pH 調整)を 100m3/h 処理できる設備に増設している． 

 本稿では，上述の地質におけるトンネル掘削時の湧水対策について報告する． 

２．工事概要，地質概要 

工事名 ：新東名高速道路 湯船原トンネル工事 

工事場所：静岡県駿東郡小山町湯船～御殿場市神場 

発注者 ：中日本高速道路株式会社 東京支社 

工事諸元：トンネル延長 上り線:1,598m，下り線:1,604m 

内空断面積：A=73m2(片側 2 車線)，掘削方式：機械掘削工法(NATM) 

本トンネルは，東と北を丹沢山地，西を富士火山東麓， 

南を足柄山地とこれに続く箱根火山に囲まれた，標高 300～500m の山間盆地の湯船原台地に位置する． 

本トンネルにおける地質縦断図と水文調査を図－２に示す．地質としては，新富士火山噴出物(YFL)と古期富士

火山噴出物(OFL1～OFL4)が分布する．OFL3-2 と呼ばれるスコリア層(泥流堆積物)が主で，事前の調査ボーリング

では，透水係数は K=10-6～-7m/s で地下水が集水していることは把握していた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．課題と工夫 

 先行して掘削していた下り線の約 900m 地点より，湧水量増加に伴い，切羽の崩壊・地山の流出による空洞発生・

土圧の増大・脚部地耐力の低下による変状等が発生した．また，下半盤からの湧水(湧き出し)により，作業効率が

低下し，トンネルの施工に大きな影響を与えた． 

上記事象に対して，本トンネルで検討・実施した湧水対策工比較表を表－１に示す． 

キーワード スコリア，湧水 

連絡先 〒410-1326 静岡県駿東郡小山町用沢 1393-5 西松建設（株）関東土木支社 湯船原工事事務所 0550-88-8820 
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図－１ 湯船原トンネル位置図 

2020 年度
約 7 ㎞ 

2023 年度
約 26 ㎞ 

2021 年度
約 13 ㎞ 

開通区間
延長 2 ㎞ 

静岡県 

施工場所 

山梨県 

神奈川県 

VI-650 令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-650 -



写真－２ 路盤泥濘化状況 写真－３ 切羽崩落状況 

表－１ 湧水対策工比較表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 横断側溝による釜場排水や水発泡ウレタンによる止水注入を実施することで，令和 2 年 3 月現在，切羽は上

り線を先行しながら約 1,150m 地点を掘削している．掘削実績により，今後の湧水量は約 800m3/h まで達することを

想定している．また，インバート施工時の湧水対策が課題となり，これらの施工実績については改めて報告したい． 

 本稿が今後施工される同様の地形・地質条件のトンネル設計・施工を行う上での一助となれば幸いである． 

図－４ 実施支保パターン図 
図－３ 横断側溝による釜場排水(奥行き 1m) 

写真－１ 坑内水平水抜きボーリングによる側壁崩落状況 
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